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令
和
８
年
度

　事
業
計
画

Ⅰ
．
基
本
事
項

　一
般
社
団
法
人
大
和
青
色
申
告
会

は
、
健
全
な
納
税
者
団
体
と
し
て
、
青

色
申
告
制
度
の
普
及
促
進
と
誠
実
な
記

帳
に
よ
る
適
正
な
申
告
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
租
税
等
に
関
す
る
調
査
研
究

を
行
い
、
納
税
道
義
の
高
揚
及
び
公
平

簡
素
な
税
制
と
円
滑
な
税
務
行
政
の
確

立
に
寄
与
し
、
併
せ
て
、
事
業
経
営
と

社
会
の
健
全
な
発
展
を
図
る
と
と
も

に
、
公
益
活
動
に
も
積
極
的
に
取
り
組

み
、
社
会
的
使
命
を
果
た
す
こ
と
に
努

め
て
参
り
ま
す
。

　な
お
、
当
会
は
、
よ
り
開
か
れ
た
法

人
と
し
て
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
青
色

申
告
会
と
し
て
活
動
す
る
と
と
も
に
、

会
勢
の
拡
大
と
会
員
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

に
努
め
、
小
規
模
事
業
者
に
対
す
る
税

制
改
正
要
望
な
ど
を
行
い
、
事
業
主
の

　令
和
８
年
５
月
29
日
（
金
）
午
後
２

時
30
分
よ
り
、
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
ホ
テ
ル

海
老
名
に
お
い
て
、
一
般
社
団
法
人
大

和
青
色
申
告
会
の
第
32
回
通
常
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
32
回 

通
常
総
会
開
催
報
告

環
境
の
改
善
に
も
取
り
組
み
、
次
の
よ

う
な
事
業
計
画
を
推
進
し
ま
す
。

１
．
税
制
及
び
税
務
に
関
す
る
調
査
研

究
並
び
に
建
議
。

２
．
租
税
関
係
の
法
令
、
通
達
等
の
周

知
徹
底
を
図
る
た
め
の
講
習
会
、

説
明
会
等
の
開
催
。

３
．
経
理
、
経
営
に
関
す
る
講
習
会
、

説
明
会
等
の
開
催
及
び
記
帳
指
導

の
実
施
。

４
．
福
利
厚
生
に
関
す
る
諸
事
業
の
実

施
。

５
．
機
関
誌
の
発
行
及
び
上
記
各
号
の

諸
事
業
を
行
う
に
必
要
な
各
種
資

料
の
刊
行
配
布
。

Ⅱ
．
事
業
計
画

１
．
税
務
政
策
活
動
に
関
す
る
事
項


青
色
事
業
主
勤
労
所
得
控
除
の
早
期

実
現
に
向
け
た
運
動
を
展
開
す
る
。


青
色
申
告
特
別
控
除
10
万
円
の
引
き

上
げ
運
動
を
展
開
す
る
。


消
費
税
制
の
簡
素
化
と
と
も
に
簡
易

課
税
制
度
の
事
前
届
出
制
の
廃
止
な

ど
小
規
模
な
課
税
事
業
者
に
対
す
る

納
税
事
務
負
担
の
軽
減
運
動
を
展
開

す
る
。


キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
の
利
用
推
進

に
努
め
る
。


租
税
教
育
活
動
に
取
り
組
む
。


そ
の
他
、
指
導
相
談
活
動
の
効
率
化

と
充
実
に
努
め
、
会
員
企
業
の
期
待

に
応
え
ら
れ
る
指
導
相
談
体
制
の
確

立
を
目
指
す
。

２
．
相
談
指
導
活
動
に
関
す
る
事
項


新
規
青
色
申
請
者
及
び
新
規
入
会
者

の
記
帳
指
導
に
努
め
る
。


青
色
申
告
特
別
控
除
55
万
円
・
65
万

円
の
適
用
の
た
め
、
さ
ら
に
は
税
制

改
正
に
よ
る
青
色
申
告
特
別
控
除
の

適
用
要
件
の
変
更
に
備
え
る
た
め
複

式
簿
記
の
普
及
拡
大
を
図
る
と
と
も

に
、
ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
及
び
電
子
帳
簿
保

存
制
度
の
普
及
推
進
に
努
め
る
。


記
帳
の
自
己
研
さ
ん
運
動
（
記
帳
確

認
な
ど
）
を
積
極
的
に
展
開
す
る
。


会
員
の
利
便
性
を
考
慮
し
、
令
和
８

年
分
確
定
申
告
期
の
２
月
の
第
３
・

第
４
日
曜
日
に
決
算
指
導
会
を
実
施

す
る
。


会
計
ソ
フ
ト「
ブ
ル
ー
リ
タ
ー
ン
Ａ
」

の
普
及
推
進
に
努
め
る
と
と
も
に
、

全
議
案
が
承
認

利
用
し
て
い
る
会
員
の
指
導
充
実
を

図
る
た
め
ブ
ル
ー
リ
タ
ー
ン
Ａ
指
導

体
制
を
構
築
す
る
。
ま
た
、
他
の
会

計
ソ
フ
ト
の
研
究
も
併
せ
て
行
っ
て

い
く
。


会
員
の
減
価
償
却
資
産
管
理
の
適
正

化
に
資
す
る
た
め
減
価
償
却
計
算
書

を
作
成
し
配
付
す
る
。


年
間
を
通
じ
て
原
則
予
約
制
に
て
指

導
会
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
指
導

体
制
の
充
実
強
化
を
図
る
。


青
色
セ
ミ
ナ
ー
及
び
会
員
個
別
指
導

会
を
開
催
し
、
複
式
簿
記
記
帳
指
導

の
徹
底
を
図
る
。


税
理
士
会
の
協
力
を
得
て
無
料
税
務

相
談
制
度
の
活
用
を
推
進
す
る
。


顧
問
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

を
実
施
す
る
。


指
導
員
・
事
務
局
職
員
の
指
導
力
向

上
を
目
途
と
し
た
研
修
事
業
の
充
実

強
化
を
図
る
。


関
係
機
関
が
行
う
研
修
会
な
ど
へ
積

極
的
に
参
加
・
交
流
す
る
。


記
帳
支
援
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
、
相
談

指
導
体
制
の
強
化
を
図
る
。


土
曜
日
も
し
く
は
日
曜
日
に
し
か
来

所
で
き
な
い
会
員
の
た
め
に
、
完
全

予
約
制
に
て
休
日
指
導
会
を
実
施
す

る
。

３
．
組
織
強
化
と
そ
の
他
事
業
活
動
に

関
す
る
事
項


青
色
申
告
制
度
の
普
及
と
会
員
の
増

強
を
年
間
を
通
じ
推
進
す
る
。


新
入
会
員
紹
介
運
動
を
展
開
す
る
。

（
２
面
へ
続
く
）
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（
１
面
か
ら
の
続
き
）


メ
ー
ル
フ
ォ
ー
ム
に
よ
る
入
会
促
進

を
含
め
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
を

図
る
。


税
を
考
え
る
週
間
の
行
事
を
積
極
的

に
活
用
し
、
管
内
各
市
の
市
民
ま
つ

り
に
於
い
て
、
広
報
活
動
を
展
開
す

る
。


個
人
情
報
保
護
法
を
遵
守
す
る
た

め
、
指
導
デ
ー
タ
等
を
厳
正
に
保

管
・
管
理
し
、
充
分
な
備
え
を
講
ず

る
。


女
性
部
活
動
の
充
実
強
化
と
青
年
部

の
育
成
強
化
を
図
る
。


会
員
等
を
対
象
に
機
関
誌
「
青
色
だ

よ
り
」
を
発
行
す
る
。


青
色
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
し
、
一
般
納

税
者
の
青
色
申
告
普
及
に
力
を
注
ぐ
。


情
報
通
信
技
術
の
積
極
的
な
活
用
を

図
り
、
業
務
の
効
率
化
及
び
会
員
の

利
便
性
の
向
上
に
努
め
る
。


総
合
改
革
委
員
会
か
ら
提
起
さ
れ
た

問
題
点
を
各
委
員
会
に
て
協
議
し
、

解
決
策
を
見
出
す
。


関
係
各
官
庁
、
及
び
友
誼
団
体
と
の

相
互
協
調
・
交
流
を
図
る
。


会
館
取
得
の
調
査
研
究
を
行
う
と
と

も
に
将
来
の
会
館
設
立
の
た
め
の
引

当
預
金
の
積
み
立
て
を
行
う
。


会
費
の
支
払
方
法
は
口
座
振
替
を
原

則
と
し
、
未
移
行
者
の
口
座
振
替
化

推
進
を
図
る
。


全
て
の
白
色
申
告
者
に
記
帳
と
帳
簿

の
保
存
が
義
務
化
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
説
明
会
を
開
催
し
、
特
典
の
あ

る
青
色
申
告
を
勧
め
入
会
に
繋
げ
る
。


会
活
動
へ
の
積
極
的
な
参
加
と
総
会

の
開
催
及
び
運
営
の
円
滑
化
を
図
る
。


マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
運
用
に
あ
た

り
事
務
手
続
き
の
簡
略
化
等
の
要
望

を
行
う
と
と
も
に
安
全
管
理
措
置
を

講
ず
る
。
ま
た
、
特
定
個
人
情
報
の

適
正
な
取
り
扱
い
を
周
知
さ
せ
る
た

め
、
職
員
の
教
育
を
定
期
的
に
実
施

す
る
。


会
財
政
の
安
定
化
を
図
る
た
め
の
諸

施
策
を
検
討
す
る
。

４
．
福
祉
事
業
活
動
に
関
す
る
事
項


会
員
の
健
康
管
理
を
は
か
る
た
め
継

続
的
に
生
活
習
慣
病
健
診
を
実
施
す

る
。


小
規
模
企
業
共
済
制
度
や
全
青
色
共

済
等
の
普
及
促
進
を
は
じ
め
、
各
種

保
険
・
共
済
制
度
の
拡
大
を
図
り
会

員
の
将
来
の
生
活
安
定
に
寄
与
す
る
。


会
員
大
会
研
修
会
を
実
施
し
、
会
員

相
互
間
を
は
じ
め
、
地
域
社
会
の
関

係
団
体
と
親
睦
・
交
流
を
深
め
る
。


役
員
一
泊
勉
強
会
を
開
催
し
、
指
導

者
研
修
と
役
員
交
流
を
図
る
。


会
員
へ
の
情
報
を
提
供
す
る
た
め
各

種
資
料
を
配
付
す
る
。


会
員
に
呼
び
か
け
、
使
用
済
切
手
・

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
の
収
集
を

実
施
し
、
社
会
福
祉
事
業
に
役
立
て

る
。


献
血
運
動
を
展
開
し
社
会
的
使
命
を

推
進
す
る
。


職
員
の
連
帯
・
協
調
の
た
め
の
諸
施

策
を
実
施
す
る
。


フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
に

よ
る
無
料
保
険
相
談
を
実
施
す
る
。


一
人
親
方
労
災
保
険
特
別
加
入
の
紹

介
を
行
う
。


以
上
の
他
、
会
員
の
要
求
に
応
え
ら

れ
る
事
業
の
研
究
を
す
る
。

科　　　　目 当年度 前年度 増　減

Ⅰ　一般正味財産増減の部

　１．経常増減の部

　　経常収益

①特定資産運用益

退職給付引当預金利息 60,000 60,000 0

会館修繕引当預金利息 3,000 3,000 0

固定資産取得引当預金利息 5,000 5,000 0

機械化推進特定預金利息 6,000 6,000 0

財政調整基金預金利息 14,000 14,000 0

会館取得引当預金利息 33,000 33,000 0

　特定資産運用益計 121,000 121,000 0

②受取入会金

受取入会金 200,000 200,000 0

　受取入会金計 200,000 200,000 0

③受取会費収入

正会員 96,600,000 103,950,000 △ 7,350,000

準会員 1,506,000 1,506,000 0

　受取会費収入計 98,106,000 105,456,000 △ 7,350,000

④事業収益

県民共済収益 170,000 170,000 0

火災共済収益 530,000 530,000 0

小規模企業共済収益 1,500,000 1,500,000 0

福祉共済収益 290,000 290,000 0

全青傷害・疾病・共済収益 960,000 960,000 0

その他共済収益 550,000 550,000 0

　事業収益計 4,000,000 4,000,000 0

⑤研修事業収益

会員大会 16,400,000 23,700,000 △ 7,300,000

役員一泊勉強会 1,120,000 1,120,000 0

　研修事業収益計 17,520,000 24,820,000 △ 7,300,000

⑥受取手数料収益

会計ソフト取扱手数料収益 1,000,000 1,000,000 0

受託事業収益 1,200,000 1,200,000 0

パナソニックホームズ手数料収益 0 0 0

帳簿等頒布物事業収益 1,300,000 1,300,000 0

　受取手数料収益計 3,500,000 3,500,000 0

⑦雑収益

基本財産受取利息 5,000 5,000 0

受取利息 15,000 15,000 0

雑収入 1,980,000 2,380,000 △ 400,000

　雑収益計 2,000,000 2,400,000 △ 400,000

⑧販売事業収益

販売事業収益 2,200,000 2,000,000 200,000

　販売事業収益計 2,200,000 2,000,000 200,000

　　経常収益計 127,647,000 142,497,000 △ 14,850,000

　　経常費用

①事業費

給料手当 24,172,200 21,925,750 2,246,450

退職給付費用 1,859,400 1,708,500 150,900

法定福利費 5,640,180 5,239,400 400,780

福利厚生費 173,544 167,300 6,244

旅費交通費 1,793,100 1,912,000 △ 118,900

地代家賃 1,255,170 1,493,800 △ 238,630

通信運搬費 777,010 776,800 210

減価償却費 896,550 896,300 250

消耗品費 537,930 597,500 △ 59,570

印刷製本費 537,930 597,500 △ 59,570

新聞図書費 59,770 59,800 △ 30

修繕費 89,655 89,600 55

備品費 1,793,100 1,792,500 600

車両関係費 209,195 209,100 95

雑費 119,540 119,500 40

租税公課 370,000 370,000 0

水道光熱費 358,620 358,500 120

事務所管理費 836,780 896,300 △ 59,520

慶弔費 200,000 2,400,000 △ 2,200,000

会員福利費 3,148,200 3,148,200 0

記帳指導費 3,000,000 3,000,000 0

講習会説明会費 90,000 90,000 0

税を考える週間行事 350,000 450,000 △ 100,000

青色学校開催費 80,000 80,000 0

調査研究費 20,000 20,000 0

記帳指導員費 17,800,000 16,000,000 1,800,000

記帳確認費 160,000 160,000 0

弁護士委嘱費 400,000 320,000 80,000

広告宣伝費 1,000,000 1,700,000 △ 700,000

勧奨費 400,000 400,000 0

研修事業費 15,020,000 23,700,000 △ 8,680,000

利用手数料 0 0 0

販売物購入費 1,700,000 1,500,000 200,000

　事業費計 84,847,874 92,178,350 △ 7,330,476

②管理費

給料手当 14,827,800 16,574,250 △ 1,746,450

退職給付費用 1,140,600 1,291,500 △ 150,900

法定福利費 3,459,820 3,960,600 △ 500,780

福利厚生費 106,456 112,700 △ 6,244

旅費交通費 1,206,900 1,288,000 △ 81,100

地代家賃 844,830 1,006,200 △ 161,370

通信運搬費 522,990 523,200 △ 210

減価償却費 603,450 603,700 △ 250

消耗品費 362,070 402,500 △ 40,430

印刷製本費 362,070 402,500 △ 40,430

新聞図書費 40,230 40,200 30

修繕費 60,345 60,400 △ 55

備品費 1,206,900 1,207,500 △ 600

車両関係費 140,805 140,900 △ 95

雑費 80,460 80,500 △ 40

支払手数料 550,000 550,000 0

租税公課 730,000 644,000 86,000

水道光熱費 241,380 241,500 △ 120

事務所管理費 563,220 603,700 △ 40,480

会議費 1,400,000 1,400,000 0

慶弔費 300,000 200,000 100,000

支払分担金 3,500,000 3,800,000 △ 300,000

会員福利費 12,751,800 12,751,800 0

連合会役職員研究会費 300,000 300,000 0

役員研修会費 80,000 80,000 0

渉外活動費 300,000 300,000 0

会計士委嘱費 400,000 330,000 70,000

　管理費計 46,082,126 48,895,650 △ 2,813,524

　　経常費用計 130,930,000 141,074,000 △ 10,144,000

　　当期経常増減額 △ 3,283,000 1,423,000 △ 4,706,000

　２．経常外増減の部

　　経常外収益

　　　　　　経常外収益計 0 0 0

　　経常外費用

　　　　　　経常外費用計 0 0 0

　　　当期経常外増減額 0 0 0

　　　当期一般正味財産増減額 △ 3,283,000 1,423,000 △ 4,706,000

　　　一般正味財産期首残高 123,966,880 121,903,703 2,063,177

　　　一般正味財産期末残高 120,683,880 123,326,703 △ 2,642,823
Ⅱ　指定正味財産増減の部

　　　当期指定正味財産増減額 0 0 0

　　　指定正味財産期首残高 0 0 0

　　　指定正味財産期末残高 0 0 0
Ⅲ　正味財産期末残高 120,683,880 123,326,703 △ 2,642,823

令和８年度　予算書
令和８年４月１日から令和９年３月31日まで （単位：円）



青色だより 令和８年６月１日発行（ 3 ）

令和７年度 損益計算書（正味財産増減計算書）
令和７年４月１日から 令和８年３月31日まで （単位：円）

貸　借　対　照　表
令和８年３月31日現在 （単位：円）

科　　　　目 当年度 前年度 増減

Ⅰ　一般正味財産増減の部

　１．経常増減の部

　　経常収益

特定資産運用益 142,164 1,928 140,236

　特定資産受取利息 142,164 1,928 140,236

受取入会金 184,000 134,000 50,000

　受取入会金 184,000 134,000 50,000

受取会費 100,023,750 103,528,250 △ 3,504,500

　正会員 98,563,250 101,997,750 △ 3,434,500

　準会員 1,460,500 1,530,500 △ 70,000

事業収益 2,872,881 3,328,185 △ 455,304

研修事業収益 19,416,000 21,366,000 △ 1,950,000

　会員大会 18,296,000 20,286,000 △ 1,990,000

　役員一泊勉強会 1,120,000 1,080,000 40,000

受取手数料収益 3,978,192 2,647,369 1,330,823

　手数料収益 2,436,107 1,801,337 634,770

　指導謝金収益 1,542,085 846,032 696,053

雑収益 1,924,140 1,832,824 91,316

　受取利息 193,537 52,135 141,402

　雑収入 1,730,603 1,780,689 △ 50,086

販売事業収益 1,752,440 1,678,630 73,810

　　経常収益計 130,293,567 134,517,186 △ 4,223,619

　　経常費用

事業費 84,658,561 85,830,676 △ 1,172,115

給料手当 23,764,816 24,327,555 △ 562,739

退職給付費用 1,901,107 1,709,148 191,959

法定福利費 5,303,267 5,139,072 164,195

福利厚生費 117,246 140,621 △ 23,375

旅費交通費 1,604,585 1,646,285 △ 41,700

地代家賃 1,448,058 1,447,478 580

通信運搬費 761,783 776,750 △ 14,967

減価償却費 743,371 832,387 △ 89,016

消耗品費 451,747 438,584 13,163

印刷製本費 377,190 187,591 189,599

新聞図書費 30,125 29,534 591

修繕費 336,403 11,829 324,574

備品費 954,922 1,525,891 △ 570,969

車両関係費 209,208 159,547 49,661

雑費 88,859 81,624 7,235

租税公課 551,100 107,100 444,000

水道光熱費 318,526 309,691 8,835

事務所管理費 768,710 703,474 65,236

慶弔費 1,078,106 881,629 196,477

会員福利費 3,382,832 3,186,192 196,640

記帳指導費 2,484,616 2,839,695 △ 355,079

講習会説明会費 66,240 64,396 1,844

税を考える週間行事 344,909 305,197 39,712

青色学校開催費 67,845 72,745 △ 4,900

調査研究費 0 0 0

記帳指導員費 14,533,126 14,328,586 204,540

記帳確認費 143,124 151,907 △ 8,783

弁護士委嘱費 314,256 314,256 0

広告宣伝費 1,426,005 1,483,992 △ 57,987

勧奨費 98,676 378,227 △ 279,551

会員大会費 0 0 0

研修事業費 19,383,448 20,704,897 △ 1,321,449

利用手数料 0 0 0

販売物購入費 1,604,355 1,544,796 59,559

管理費 43,571,829 48,371,510 △ 4,799,681

給料手当 14,575,352 18,391,720 △ 3,816,368

退職給付費用 1,165,981 1,291,992 △ 126,011

法定福利費 3,252,583 3,884,762 △ 632,179

福利厚生費 78,904 94,729 △ 15,825

旅費交通費 1,079,839 1,109,005 △ 29,166

地代家賃 974,502 975,082 △ 580

通信運搬費 512,659 523,250 △ 10,591

減価償却費 500,268 560,731 △ 60,463

消耗品費 304,013 295,449 8,564

印刷製本費 253,839 126,371 127,468

新聞図書費 20,275 19,896 379

修繕費 226,391 7,971 218,420

備品費 642,635 1,027,902 △ 385,267

車両関係費 140,792 107,479 33,313

雑費 59,802 54,987 4,815

支払手数料 460,732 500,680 △ 39,948

租税公課 454,110 389,046 65,064

水道光熱費 214,359 208,623 5,736

事務所管理費 517,320 473,890 43,430

会議費 1,391,114 1,065,967 325,147

慶弔費 84,133 89,950 △ 5,817

支払分担金 3,299,600 3,508,859 △ 209,259

会員福利費 12,469,522 12,906,419 △ 436,897

連合会役職員研究会費 284,500 224,500 60,000

役員研修会費 3,234 2,250 984

渉外活動費 275,370 200,000 75,370

会計士委嘱費 330,000 330,000 0

　経常費用計 128,230,390 134,202,186 △ 5,971,796

評価損益等調整前当期経常増減額 2,063,177 315,000 1,748,177

評価損益等計 0 0 0

当期経常増減額 2,063,177 315,000 1,748,177

　２．経常外増減の部

　　経常外収益

雑収入 0 149,300 △ 149,300

　経常外収益計 0 149,300 △ 149,300

　　経常外費用

　経常外費用計 0 0 0

当期経常外増減額 0 149,300 △ 149,300

他会計振替額 0 0 0

当期一般正味財産増減額 2,063,177 464,300 1,598,877

一般正味財産期首残高 121,903,703 121,439,403 464,300

一般正味財産期末残高 123,966,880 121,903,703 2,063,177

Ⅱ　指定正味財産増減の部

当期指定正味財産増減額 0 0 0

指定正味財産期首残高 0 0 0

指定正味財産期末残高 0 0 0

Ⅲ　正味財産期末残高 123,966,880 121,903,703 2,063,177

科　　　　目 当年度 前年度 増　減

Ⅰ　資産の部

　１．流動資産

現金 4,479,853 4,060,961 418,892

普通預金 56,384,239 59,803,767 △ 3,419,528

通常貯金 7,683,121 6,475,109 1,208,012

振替貯金 218,008 358,367 △ 140,359

定期預金 14,000,000 14,000,000 0

未収金 76,000 48,134 27,866

貯蔵品 74,382 296,912 △ 222,530

前払金 14,164 28,328 △ 14,164

　流動資産合計 82,929,767 85,071,578 △ 2,141,811

　２．固定資産

　　基本財産

定期預金 5,000,000 5,000,000 0

　基本財産合計 5,000,000 5,000,000 0

　　特定資産

退職給付引当預金 47,844,319 65,034,693 △ 17,190,374

会館修繕積立預金 3,200,046 3,710,988 △ 510,942

固定資産取得引当預金 4,480,792 4,476,054 4,738

機械化推進特定預金 4,014,660 4,872,408 △ 857,748

財政調整基金 5,012,751 5,001,104 11,647

会館取得引当預金 12,028,732 12,000,783 27,949

　特定資産合計 76,581,300 95,096,030 △ 18,514,730

　　その他の固定資産

什器備品 576,409 166,675 409,734

車両運搬具 457,405 780,277 △ 322,872

建物 7,481,987 7,873,638 △ 391,651

敷地権 2,558,840 2,558,840 0

電話加入権 74,300 74,300 0

ソフトウェア 0 74,250 △ 74,250

保証金 100,000 100,000 0

出資金 5,800 5,800 0

預託金 17,220 17,220 0

　その他の固定資産合計 11,271,961 11,651,000 △ 379,039

　　固定資産合計 92,853,261 111,747,030 △ 18,893,769

　　　資産合計 175,783,028 196,818,608 △ 21,035,580

Ⅱ　負債の部

　１．流動負債

預り金 3,168,889 9,052,552 △ 5,883,663

前受金 720,000 787,000 △ 67,000

未収金 82,940 40,660 42,280

　流動負債合計 3,971,829 9,880,212 △ 5,908,383

　２．固定負債

退職給付引当金 47,844,319 65,034,693 △ 17,190,374

　固定負債合計 47,844,319 65,034,693 △ 17,190,374

　　負債合計 51,816,148 74,914,905 △ 23,098,757

Ⅲ　正味財産の部

　１．指定正味財産 0 0 0

　　　　　指定正味財産合計 0 0 0

　２．一般正味財産 123,966,880 121,903,703 2,063,177

　　　　　正味財産合計 123,966,880 121,903,703 2,063,177

　　　　　負債及び正味財産合計 175,783,028 196,818,608 △ 21,035,580

◇所得税

件数 率

Ｒ８／１／２１～３１ 　３７６ 　１０％

Ｒ８／２／　１～１５ 　９９６ 　２８％

Ｒ８／２／１６～２８ １，２２５ 　３４％

Ｒ８／３／　１～１６ １，０００ 　２８％

合　　計 ３，５９７ １００％

◇消費税（Ｒ８／１／２０～３／３１）

簡易　３４７ 本則　１５８ ２割特例　４５９

◇早期一括提出（Ｒ８／２／１６）

所得税　１，３６２ 消費税　２４５

◇ｅ－Ｔａｘ送信件数

所得税　２，２４９ 消費税　３９０

◇青色コーナー入会者数（Ｒ８／２／１２～３／１６）

入会者数　８６名

確定申告期とりまとめ事績報告
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　暑
気
払
い

10
月

　街
頭
献
血
の
呼
び
か
け

11
月

　役
員
会
（
第
４
回
）

12
月

　役
員
会
（
第
５
回
）

　
　
　忘
年
会

１
月

　青
年
部
通
信
第
52
号
発
行

　
　
　広
報
活
動

　
　
　新
年
会

３
月

　役
員
会
（
第
６
回
）

　
　
　確
定
申
告
反
省
会

部

　長

　
　下

　田

　兼

　義

副
部
長

　
　谷

　川

　友

　彦

副
部
長

　
　吉

　野

　晃

　弘

会

　計

　
　陳

　
　
　
　
　勝

監
査
役

　
　原

　岡

　博

　宣

幹

　事

　
　遠

　藤

　耕
一
郎

幹

　事

　
　仲
戸
川

　友

　和

青
年
部
ニ
ュ
ー
ス

令
和
８
年
度 

事
業
計
画

【
基
本
的
方
針
】

　現
在
の
経
済
情
勢
は
、
米
国
の
通
商

政
策
に
よ
る
関
税
の
影
響
や
、
緊
迫
す

る
中
東
情
勢
に
伴
う
供
給
網
の
混
乱
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
な
ど
、
不
透

明
感
が
一
層
強
ま
っ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
個
人
事
業
主
を
取
り
巻
く
環

境
も
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
ま

す
。
令
和
９
年
度
分
か
ら
始
ま
る
優
良

な
電
子
帳
簿
保
存
に
よ
る
青
色
申
告
特

別
控
除
（
最
大
65
万
円
＋
ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ

等
に
よ
る
10
万
円
加
算
で
75
万
円
）
へ

の
対
応
や
、
所
得
規
模
に
応
じ
た
記
帳

要
件
の
厳
格
化
な
ど
、
記
帳
の
質
の
向

上
と
デ
ジ
タ
ル
化
は
も
は
や
避
け
て
通

れ
な
い
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
厳
し
い
経
営
環
境
下
、

当
会
に
お
い
て
も
会
員
の
廃
業
や
退
会

が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
強
い
危
機
感
を

抱
い
て
お
り
ま
す
。

　部
員
全
員
が
一
丸
と
な
り
、
退
会
者

の
抑
制
と
組
織
の
活
性
化
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　一
方
、
人
口
減
少
や
社
会
構
造
の
変

化
が
加
速
す
る
な
か
、
部
員
一
人
ひ
と

り
が
次
代
を
担
う
経
営
者
・
後
継
者
と

し
て
の
自
覚
を
持
ち
、互
い
に
研
鑽
し
、

刺
激
し
合
え
る
環
境
を
構
築
し
ま
す
。

　具
体
的
な
事
業
展
開
と
し
て
は
、

１
９
９
６
年
か
ら
継
続
し
、
本
年
で
節

目
の
30
年
目
を
迎
え
る
「
街
頭
献
血
の

呼
び
掛
け
」
を
公
益
事
業
の
柱
と
し
て

実
施
し
ま
す
。
税
制
支
援
事
業
に
お
い

て
は
、
会
計
ソ
フ
ト
「
ブ
ル
ー
リ
タ
ー

ン
Ａ
」
お
よ
び
「
ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
」
の
普

及
を
強
力
に
推
進
し
、
記
帳
の
デ
ジ
タ

ル
化
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
最
新
の

税
制
に
関
す
る
研
究
・
学
習
活
動
に
も

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　以
上
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
令
和

８
年
度
の
事
業
計
画
を
以
下
の
通
り
定

め
、
そ
の
完
遂
に
邁
進
い
た
し
ま
す
。

【
事
業
計
画
】

１
．
部
員
増
強
運
動
の
展
開
及
び
充
実

強
化

２
．
ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
の
推
進
や
ブ
ル
ー
リ

タ
ー
ン
Ａ
を
含
む
パ
ソ
コ
ン
会
計

の
普
及
促
進

３
．
街
頭
献
血
へ
の
協
力
な
ど
、
公
益

事
業
の
企
画
・
推
進

４
．
部
員
相
互
の
親
睦
及
び
他
会
青
年

部
と
の
交
流

５
．
税
制
の
研
究
・
習
得
と
税
制
政
策

活
動
の
推
進

６
．
親
会
事
業
へ
の
積
極
的
な
参
加
・

協
力

７
．
そ
の
他
、
緊
急
且
つ
必
要
な
事
業

の
協
議
・
推
進

４
月

　監
査
会

　
　
　役
員
会

５
月

　第
32
回
通
常
総
会

６
月

　役
員
会
（
第
２
回
）

７
月

　他
会
青
年
部
と
の
交
流
会

　
　
　（
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
） 

８
月

　青
年
部
通
信
第
51
号
発
行

　
　
　ブ
ル
ー
リ
タ
ー
ン
Ａ
体
験
会

　
　
　役
員
会
（
第
３
回
）

青
年
部 

行
事
予
定

青
年
部 

役
員

（単位：円）

科　　目 予算額

特 別 会 費 60,000

補 助 金 400,000

雑 収 入 60,000

繰 越 金 588,784

合 　 　 計 1,108,784

令和８年度 収支予算書
（令和８年４月１日～令和９年３月31日）

〈収入の部〉

科　　目 予算額

会 議 費 60,000

研 修 費 100,000

事 業 費 150,000

特 別 研 修 費 50,000

渉 外 費 40,000

総 会 費 60,000

親 睦 費 200,000

事 務 費 200,000

予 備 費 248,784

合 　 　 計 1,108,784

〈支出の部〉

　本
年
度
は
、
税
制
政
策
の
問
題
を
は

じ
め
「
青
色
申
告
特
別
控
除
」
の
適
用

の
充
実
、
複
式
簿
記
の
普
及
、
さ
ら
に

小
規
模
企
業
税
制
の
確
立
に
む
け
て
、

親
会
の
指
導
の
も
と
に
一
致
団
結
し
た

行
動
を
展
開
い
た
し
ま
す
。

１
．
部
員
の
増
強
を
は
か
り
、
組
織
の

充
実
に
つ
と
め
ま
す
。

２
．
部
員
の
福
利
厚
生
の
向
上
に
つ
と

め
ま
す
。

３
．
誠
実
・
健
全
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
、

研
修
会
・
講
習
会
な
ど
を
通
し
て

自
己
研
さ
ん
を
積
み
、
自
書
申
告

を
推
進
し
ま
す
。

４
．
親
会
の
運
動
・
事
業
に
積
極
的
に

参
加
し
て
協
力
し
ま
す
。

５
．
他
会
女
性
部
と
の
友
好
関
係
を
深

め
ま
す
。

６
．
全
青
色
・
県
連
の
女
性
部
事
業
に

積
極
的
に
参
加
協
力
し
ま
す
。

７
．
ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
の
普
及
を
し
、
青
色

申
告
特
別
控
除
65
万
円
の
活
用
を

は
か
り
ま
す
。

８
．
使
用
済
み
切
手
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

女
性
部
ニ
ュ
ー
ス

令
和
８
年
度 

事
業
計
画

の
キ
ャ
ッ
プ
の
回
収
を
推
進
し
ま

す
。

５
月

　通
常
総
会

６
月

　親
会
の
会
員
大
会
に
協
力

９
月

　サ
ー
ク
ル
活
動

10
月

　県
連
の
講
演
会
に
協
力
・
参
加

11
月

　税
を
考
え
る
週
間

12
月

　サ
ー
ク
ル
活
動

１
月

　新
年
賀
詞
交
歓
会

親
会
の
決
算
相
談
指
導
会
へ
の

協
力
（
事
務
局
の
受
付
業
務
）

顧

　問

　
　間

　瀬

　喜
代
子

部

　長

　
　鈴

　木

　美
代
子

副
部
長

　
　松

　岡

　サ
ヨ
子

副
部
長

　
　盛

　屋

　美
代
子

会

　計

　
　山

　形

　妙

　子

監
査
役

　
　入
内
島

　敦

　子

監
査
役

　
　山

　村

　富

　子

幹

　事

　
　鈴

　木

　秀

　子

幹

　事

　
　若

　林

　久

　子

幹

　事

　
　清

　水

　陽

　子

幹

　事

　
　笹

　本

　恵

　子

女
性
部 

役
員

科　　目 予算額

部 活 動 補 助 金 200,000

部 会 費 39,000

特 別 会 費 100,000

雑 収 入 1,000

繰 越 金 150,359

合 　 　 計 490,359

令和８年度 収支予算書
（令和８年４月１日～令和９年３月31日）

〈収入の部〉 （単位：円）

科　　目 予算額

講 習 研 修 会 費 80,000

総 会 費 50,000

通 信 費 3,000

会 議 費 45,000

旅 費 50,000

懇 親 会 費 140,000

全青色・県連・研究会費 70,000

交 際 費 20,000

消 耗 品 費 10,000

慶 弔 費 10,000

予 備 費 12,359

繰 越 金 0

合 　 　 計 490,359

〈支出の部〉

女
性
部 

行
事
予
定
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▼
会
員
勧
奨
の
部

【
会
員
数
54
名
以
下
】

　１
位

　上
土
棚
支
部

　
　
　
　（
渡
井
賢
次
支
部
長
）

【
会
員
数
55
名
以
上
】

　１
位

　中
央
林
間
東
支
部

　
　
　
　（
井
上
寿
夫
支
部
長
）

▼
自
己
研
さ
ん
の
部

【
会
員
数
54
名
以
下
】

　１
位

　南
林
間
支
部

　
　
　
　（
小
西
幸
子
支
部
長
）

　２
位

　今
里
・
社
家
支
部

　
　
　
　（
時
任
勝
美
支
部
長
）

【
会
員
数
55
名
以
上
】

　１
位

　柏
ヶ
谷
第
２
支
部

　
　
　
　（
竹
内
み
か
支
部
長
）

　２
位

　林
間
東
支
部

　
　
　
　（
神
保
豊
会
計
幹
事
）

支

部

表

彰

令
和
７
年
度
分

〈
敬
称
略
〉

▼
確
定
申
告
書
早
期
提
出
の
部

【
会
員
数
54
名
以
下
】

　１
位

　南
林
間
西
支
部

　
　
　
　（
高
田
健
支
部
長
）

　２
位

　南
林
間
南
支
部

　
　
　
　（
笹
本
恵
子
支
部
長
）

【
会
員
数
55
名
以
上
】

　１
位

　林
間
東
支
部

　
　
　
　（
神
保
豊
会
計
幹
事
）

　２
位

　上
今
泉
支
部

　
　
　
　（
坪
井
教
一
支
部
長
）

個

人

表

彰
〈
敬
称
略
〉

令
和
７
年
度
分

あ
お
い
ろ
ポ
ス
ト

大和南地区

地区会長

下 田 兼 義

　昨
年
度
よ
り
大
和
南
地
区
長
（
副
会

長
）
を
拝
命
し
て
お
り
ま
す
下
田
兼
義

で
す
。
青
年
部
長
と
い
っ
た
ほ
う
が
わ

か
り
や
す
い
で
し
ょ
う
か
？

　今
回
は
少
し
昔
の
お
話
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
平
成
４
年
、
厚
木
税
務

署
管
内
か
ら
海
老
名
・
座
間
・
綾
瀬
・

大
和
の
４
市
を
分
割
し
、
大
和
税
務
署

が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、

大
和
青
色
申
告
会
も
厚
木
青
色
申
告
会

か
ら
独
立
し
、
新
た
に
発
足
い
た
し
ま

し
た
。
私
は
分
割
以
前
の
厚
木
青
色
申

告
会
の
時
代
か
ら
、
記
帳
指
導
員
と
し

て
確
定
申
告
期
の
お
手
伝
い
を
し
て
お

り
ま
し
た
。
当
時
は
税
務
の
知
識
も
乏

し
く
、
苦
戦
の
連
続
で
し
た
が
、
ベ
テ

ラ
ン
事
務
局
職
員
の
矢
口
さ
ん
の
ご
指

導
の
お
か
げ
で
何
と
か
務
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
で
も
深
く
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
大
和
会
発
足

か
ら
数
年
後
の
あ
る
日
、
矢
口
さ
ん
に

声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
大
和
駅
前
の

北
京
飯
店
へ
伺
い
ま
し
た
。
会
場
に
は

事
務
局
職
員
や
当
時
の
役
員
の
方
々
、

そ
し
て
若
手
メ
ン
バ
ー
が
10
名
ほ
ど
集

ま
っ
て
お
り
、
そ
の
場
で
次
の
よ
う
な

発
表
が
あ
り
ま
し
た
。「
本
日
お
集
ま

り
の
皆
さ
ん
に
は
、
大
和
青
色
申
告
会

青
年
部
と
し
て
活
動
し
て
い
た
だ
き
ま

す
」
突
然
の
こ
と
で
大
変
驚
い
た
こ
と

を
、
今
で
も
よ
く
覚
え
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
て
始
ま
っ
た
青
年
部
活
動
で
す

が
、
気
が
つ
け
ば
約
40
年
が
経
ち
、
現

在
も
な
お
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

　青
年
部
で
は
随
時
、
新
た
な
仲
間
を

募
集
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
近
年
は
、

青
年
部
に
限
ら
ず
各
地
区
役
員
の
担
い

手
不
足
も
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

会
の
活
動
を
将
来
へ
と
つ
な
い
で
い
く

た
め
に
も
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

支部数 会員数 支部数 会員数 会員数

大 和 北 10 763 農 業 ４ 959 準会員Ａ 100

大 和 南 16 788 歯科医師 ２ 15 準会員Ｂ 156

座 間 14 774 税 理 士 １ 58

海 老 名 14 606 事 務 局 204

綾 瀬 9 488 正会員計 4，615 準会員計 256

支部と会員数　　　（令和８年５月２０日 現在）

事務局からのお知らせ
◆下記の日付につきましては、業務時間に変更がござい

ます。会員の皆様には ご不便をおかけいたしますが、
ご了承のほどよろしくお願い申し上げます。

●令和8年7月24日（金）職員研修会

　　業務時間　8：45 ～ 11：00
◆職員の夏期軽装勤務（クールビズ）を実施しておりま

すので、ご了承のほどお願い申し上げます。

支部合併のお知らせ
　大和北地区の支部のうち、以下の支部が合併いた
しました。該当する支部に所属している会員様は支
部の名称が変更となりますのでご注意ください。

（旧）南林間支部、林間東支部
　　→（新）南林間・林間東支部　支部長：小西幸子

（旧）南林間南支部、西鶴間若草支部
　　→（新）南林間南・西鶴間若草支部　支部長：笹本恵子

（旧）西鶴間支部、西鶴間第１支部
　　→（新）西鶴間・西鶴間第１支部　支部長：大澤一郎

◇
表
彰
規
程

第
３
条

－

５

【
勤
続
勤
務
（
20
年
）】

　上
田

　
　勝

　
　河
原

　英
利

　瀬
谷

　浩
之

　
　保
田

　勝
利

◇
表
彰
規
程

第
４
条

－

５

【
勤
続
勤
務
（
10
年
）】

　浦
山
健
太
郎

　
　加
藤
千
恵
子

　熊
谷

　幸
雄

　
　桑
原

　
　進

　齋
藤

　俊
幸

　
　四
海

　キ
ヌ

　鈴
木

　克
也

　
　鈴
木

　正
夫

　鈴
木

　光
輝

　
　高
田

　
　健

　竹
内

　
　弘

　
　武
村

　
　繁

　田
代

　益
広

　
　仲
戸
川
友
和

　盛
屋
美
代
子

　
　吉
田

　文
男

　米
永

　芳
和

　
　若
林

　久
子

◇
表
彰
規
程

第
４
条

－

６

【
会
員
勧
奨
】

　石
井

　政
雄

令和８年
４月１日～

新
役
員
の
紹
介

〈
敬
称
略
〉

浜田・国分寺台支部
支部長

池 田 俊 夫

支
部
長
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　法定申告期限後に計算違いなど、申告内容の間違いに気が

付いた場合は、次の方法で訂正してください。なお、原則として、確定申告において申告方式

等を選択する場合､その方式等の変更はできませんのでご注意ください。

　確定申告を間違えてしまいました。

どうすれば良いですか？

　更正の請求という手続ができる場合があります。更正の請求書が提出されると、税務署ではその内容を検討して、納めすぎた

税金がある等（純損失の金額が増える場合を含みます。）と認めた場合には、減額更正をして税金を還付または純損失の金額を

増加することになります。よって、所得金額の増減や所得控除の追加があっても、最終的な税額または純損失の金額に異動がな

い場合は、更正の請求はできません。更正の請求ができる期間は、原則として法定申告期限から５年以内です。

　修正申告により誤った内容を訂正します。修正申告をする場合には、次の点に注意してください。

１　誤りを把握した際には、できるだけ早く修正申告をしてください。

　自主的に修正申告をした場合であれば、過少申告加算税はかかりません（当初の確定申告が期限後申告の場合は無申告加算

税がかかる場合があります。）。

　税務署からの調査の事前通知の後に修正申告（調査による更正を予知する前の修正申告）をした場合には、新たに納める税

金（以下、「本税」といいます。）のほかに、本税に５パーセントの割合を乗じた過少申告加算税がかかります。ただし、本税

が当初の申告納税額と５０万円とのいずれか多い金額を超えている場合、その超えている部分については１０パーセントの割

合になります。

　また、税務署の調査を受けた後に修正申告（調査による更正を予知した修正申告）をした場合や、税務署から申告納税額の

更正を受けた場合には、本税のほかに、本税に１０パーセントの割合を乗じた過少申告加算税がかかります。ただし、本税が

当初の申告納税額と５０万円とのいずれか多い金額を超えている場合、その超えている部分については１５パーセントの割合

になります。

（注）令和６年１月１日以後に法定申告期限が到来するもの（令和５年分以降）について、税務署の調査において、帳簿の提

示または提出を求められた際に帳簿の提示等をしなかった場合および帳簿への売上金額の記載等が本来記載等をすべき

金額の２分の１未満だった場合は、本税に１０パーセントの割合を乗じて計算した金額が過少申告加算税に加算されま

す。また、帳簿への売上金額の記載等が本来記載等をすべき金額の３分の２未満だった場合は、本税に５パーセントの

割合を乗じて計算した金額が過少申告加算税に加算されます。

２　新たに納める税金は、修正申告書を提出する日が納期限となりますので、その日に納めてください。

　この場合、納付の日までの延滞税を併せて納付する必要があります。

　税金の納付手続や延滞税の計算方法については、国税庁ホームページを参照してください。

納める税金が多すぎた場合や還付される税金が少なすぎた場合

納める税金が少なすぎた場合や還付される税金が多すぎた場合

国 税 職 員 採 用 募 集
　Pride of the Specialist ～公平な世の中を創る、志～

適正かつ公平な賦課 及び 徴収の実現を、我々と一緒に目指してみませんか？
　国税職員は、国税局や税務署において、税務のスペシャリストとして法律・経済・会計等の
専門知識を駆使して適正な課税を維持し、また、租税収入を確保するための事務を行います。

大和税務署からの

お知らせ

各試験

区分

国税専門官

（Ａ区分）

国税専門官

（Ｂ区分）
税務職員

国税庁経験者

（国税調査官級）

受験資格 １　21歳から29歳の者

２　21歳未満で、次に掲げる者

(1) 大学を卒業した者及び翌年

３月までに大学を卒業する

見込みの者

(2) 人事院が上記(1)に掲げる

者と同等の資格があると認

める者

１　受験する年の４月１日において高等学校

又は中等教育学校を卒業した日の翌日か

ら起算して３年を経過していない者及び

翌年３月までに高等学校又は中等教育学

校を卒業する見込みの者

２　人事院が上記１に掲げる者に準ずると認

める者

大学等（短期大学を除く。）

を卒業した日又は大学院の課

程等を修了した日のうち最も

古い日から起算して８年を経

過した者

申込期間 ２月下旬開始 令和８年６月12日(金) ～ ６月24日(水) ７月下旬開始

１次試験 ５月下旬 令和８年９月６日(日) ９月下旬～10月上旬

試験科目 基礎能力試験（多肢選択式）

専門試験（多肢選択式及び記述式）

基礎能力試験（多肢選択式）

適性試験（多肢選択式）

作文試験

基礎能力試験（多肢選択式）

経験論文試験

（法文系） （理工・デジタル系）

２次試験

等

６月下旬～７月上旬

人物試験、身体検査

※１次試験合格通知書で指定する

日時

令和８年10月14日(水) ～ 10月23日(金)

人物試験、身体検査

※１次試験合格通知書で指定する日時

11月上旬～中旬

人物試験

11月下旬～12月中旬

総合評価面接試験

◆人事院国家公務員
　試験（採用NAVI）

◆採用関係
　お役立ちリンク集

◆Web-TAX-TV


